
各分科会での検討状況について 

 

１．大気分科会 

○日 時：平成 22 年２月 22日（月）10時～12時 30分 

  ○場 所：経済産業省別館１０４２号会議室 

○議 題 

（１）越境大気汚染・酸性雨対策検討会 大気分科会について 

      ＜質疑なし＞ 

 

（２）越境大気汚染・酸性雨対策に係る最近の動向について 

   ＜主な質疑＞ 

    ・EANET 第 11回政府間会合において議論された文書内容 

    ・平成 22 年度予算での機器修繕対応 

 

（３）越境大気汚染・酸性雨対策検討会の検討事項について 

   ＜主な質疑＞ 

    ・黄砂問題検討会との関係 

     → 黄砂問題検討会で確定したデータ等をこの分科会・検討会で共有・

議論いただき、要望等があれば、黄砂問題検討会へフィードバックす

る形としたい。 

    ・人健康影響の検討 

     → 検討事項に含めない方針。 

       ・モニタリング手法の検討 

        → 酸性雨測定局における大気モニタリングの課題に関する懇談会にお

いて議論いただき、結果をこの分科会・検討会へ情報提供する予定。 

       ・伊自良湖での調査、解析 

        → 酸性沈着の生態系影響評価ワーキンググループにおいて検討予定。 

 

（４）平成 20年度国内モニタリングデータ（湿性・乾性沈着）の確定等について 

＜主な質疑＞ 

 ・PM10濃度の季節変動 

    ・HNO3濃度の測定方法 

       ・自動測定器の校正方法 

 

（５）大気モニタリングデータ総合解析ワーキンググループでの検討状況及び今後 

の予定について 

＜質疑なし＞ 

資料６ 



 

２．生態影響分科会 

○日 時：平成 22 年２月 19日（金）14時～16時 

  ○場 所：経済産業省別館１０３８号会議室 

○議 題 

   （１）越境大気汚染・酸性雨対策検討会 生態影響分科会について 

 ＜質疑なし＞ 

 

   （２）越境大気汚染・酸性雨対策に係る最近の動向について 

＜主な質疑＞ 

 ・国際ワークショップの趣旨 

 ・EANET の参加国 

 

   （３）越境大気汚染・酸性雨対策検討会の検討事項について 

＜主な質疑＞ 

 ・越境大気汚染について大陸からの寄与率 

  → 越境大気汚染のモデル・インベントリの高精度化に関する新しいプ

ロジェクトにおいて、研究が進む予定であり、結果をこの分科会・検

討会へ情報提供し、報告書にまとめていく方針。 

       ・モニタリング地点の見直し 

        → 常時監視局との関係も意識して検討していきたい。 

       ・対策のあり方 

        → 分科会では方向性についてご意見いただき、具体的な対策について

は行政で決定したい。 

 

   （４）平成 20年度国内モニタリングデータ（土壌・植生、陸水）の確定について 

＜主な質疑＞ 

       ・大気モニタリングとの関係 

       ・三宅島の火山影響 

       ・前回調査との比較（日光国立公園、霜降岳男山） 

 

（５）各ワーキンググループでの検討状況及び今後の予定について 

＜主な質疑＞ 

       ・ホットスポットの抽出方法 

 


